
学生FDサミットの報告 
 
現代システム科学域 環境システム学類  
学生FDスタッフ ２回生  菊田美月 



学生FDサミット 

一日目 
 オープニング 
 新企画 
 しゃべり場 兼 昼食 
 ポスターセッション 
 （懇親会） 

 

二日目 
 分科会I 
 分科会II 
 エンディング 
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参考になりそうな大学 
同志社大学（学生スタッフ５名） 

 
札幌学院大学（学生スタッフ１０名＋教職員） 

 
横浜国立大学（学生FDスタッフ１０名＋教員
３名） 
 

大阪大学 
 



同志社大学の活動 
授業に関するアンケート調査の実施 

• シラバスの利用に不自由を感じていないか 
• 授業選択の際に不便に思うことはあるか 
• 登録手続き・カリキュラム等に関して満足しているか 
• 自分の現在の時間割に満足しているか 
• また、満足していない場合、その理由は何か 

 
（社会学部教育文化学科の１～４回生２２１名に実施） 



札幌学院大学の活動 
各学科長へのインタビュー 
 学部学科ごとによる大学への意見や課題などを

 聞き取り調査。 
 

教員のPR活動 
 • どんな研究を行っているのか 

• 教育者として何を目指しているのか 
• プライベートで夢中になっているものは何か 
• 教育や研究に取り組む原動力とは 

 

→VTRやビラを作成 



横浜国立大学の活動 
学バスの作成 
 第二外国語・教養科目における学生視点のシラバス
 の作成。講義の感想や雰囲気など講義を選ぶ上で
 参考になるデータをアンケートで調査し、新入生を
 中心に配布。 
オープンキャンパスにおける学生講義 
 「高校と大学の違い」「授業」等、学生自身が大学で
 学んだことや感じたことを高校生に伝える。 
格言掲示 
 大学の雰囲気向上のため、学生が元気になれるよう
 な格言を毎週１つ、立看板で学内に掲示。 
 

 



大阪大学 
ひとこといちば 
 

 毎週月曜日の昼休みに「ひとこといちば」という、教
 職員や学生団体の学生をゲストに、ディスカッショ
 ンを行うイベント。授業よりも双方向的かつキャッチ
 ―なテーマ（e.g. 恋愛観について、都会と田舎どっ
 ちに住みたいか、等）で学生と教職員の授業以外
 での交流を深めることができる。学生の参加退出
 は自由。昼食をとりながらの参加も可。 



府大での今後の活動候補と課題 
インタビューの続行（各学科長に？） 

 

授業に関するアンケート 
 

学生視点でのシラバスの作成（教養科目、外国語） 
 

学生講義 
 

格言掲示（→広報的効果を期待） 
 

学生⇔教職員が直接交流できる場の提供 
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